
審議内容

○平成２８年度第９回倫理委員会審議（平成２８年１２月１５日）

高田　浩明

判定結果 条件付承認

栗原　祐也

判定結果 条件付承認

重田　恵吾

判定結果 条件付承認

上市　英雄

判定結果 承認

満尾　晶子

判定結果 承認

上村　光弘

判定結果 承認

課　題 メトトレキサート（MTX）関連リンパ増殖性疾患発症予測因子の同定

申請者 呼吸器内科医長

課　題 高齢者から分離された肺炎球菌の分子疫学研究

申請者 消化器内科医長

課　題
C型肝炎ウイルス駆除後の肝発癌に関する前向きおよび後向き多施設共同コ
ホート研究

申請者 膠原病・リウマチ内科医長

※前回までの倫理委員会で条件付承認となっていた研究課題のうち本日までに承認された課題の報告

・医師賠償責任保険の保険会社を確認すること
・大学医局の資金のみをもって行うのか確認すること
・患者への説明のうち、「１．はじめに」の文面を当院用に修正するととも
　に、「６．この臨床研究への参加によってあなたが受ける利益」を患者が
　読んで分かり易い内容に修正すること

課　題 初発多発性骨髄腫におけるｃ－ＭＹＣ遺伝異常、Ｍｙｃ蛋白と予後の検討

・申請書および計画書の研究費用について、臨床検査科と調整した内容を盛
　り込むこと
・患者への説明書は、文章を患者に分かり易いようにするとともに、研究に
　協力いただけない方のみ申し出ていただくよう修正すること

申請者 脳神経外科医長　　

課　題

脳梗塞超急性期における血管内治療単独療法の有効性に関する多施設共同ラ
ンダム化比較研究（Randomized study of endovascular therapy with
versus without intravenous tissue plasminogen activator in  acute
stroke with ICA and M1 occlusion - A prospective, multicenter,
randomized trial）

申請者 救命救急科医師　　

課　題 鈍的外傷患者において、下大静脈径は大量輸血の予測因子か

・申請書、計画書および同意書を前向き観察研究の内容とし、内容を再確認
　すること
・CT検査の結果で大量輸血の実施が決まると、結果に選択バイアスがかか
　る可能性があり、これについて再検討を要すること

申請者 血液内科後期専修医


